
伊勢志摩及び周辺地域マスタープラン（概要）

マスタープランの意義・役割
伊勢志摩の観光事業における持続可能な高付加価値観光戦略。
伊勢志摩の唯一無二の価値を明確にし、目指すゴールを地元住民・事業者等が理解・共感し、地域全体が一丸と
なって持続可能な地域づくりに取り組むために、地域として表明する観光戦略のグランドデザイン。

＜地域の将来像＞
成果目標（①地域全体・②観光産業）

＜地域経済の好循環や価値の承継を確立させ、地域住民と来訪者とが共鳴する持続可能な地域＞
① 【ＫＧＩ】経済波及効果、伊勢志摩の価値の承継 / 【ＫＰＩ】域内調達率、平均所得、住民・事業者満足度
② 【ＫＰＩ】観光消費額（入込客延数×消費単価）、観光客総合満足度・認知度・理解度・また来たい度

→ 令和10年度観光消費額目標値3,213億円（訪日外国人観光客 消費単価：100,000円/人）

地域のディス
ティネーション
ブランディング

地域の滞在価値 伊勢神宮や海・山に囲まれた国立公園、そこに共存する人々、その承継の営み

コアゾーン 伊勢市・鳥羽市・志摩市・南伊勢町・度会町・玉城町・大紀町・明和町

戦略素材
① 伊勢神宮を巡るプログラム ② 伊勢志摩国立公園で受け継がれてきた自然とそれを楽しむ体験
③ 上質な宿泊施設とそのストーリー及び体験 ④ 地域文化が有する価値への理解・共感を生む体験プログラム

ターゲット
（具体的な顧客イメージ）

特別な体験を優先し社会的な課題に配慮したストーリーを意識するModern Luxury層・
３回以上来日経験のある日本好きのインバウンド観光客・地方部に2泊3日滞在し、約３０～５０万円消費
＜重点国：アメリカ・イギリス・フランス・台湾・香港・シンガポール・タイ＞

R6:現状評価と課題 R6を受けての今後（R7に向けた方針）

ウ
リ

調査を通し、伊勢神宮と伊勢志摩国立公園の自然と承継の営みのス
トーリーの価値の高さを再認識。ツアーやコンテンツ造成に反映する
も、インバウンドの多くは、各スポットを知っていても、伊勢志摩を面
的には理解・周遊していない現状。受入側の事業者も、独自で外国
人対応を推進できている事業者は少数。

受入体制強化（言語・サービス等）、地域全体のストーリー構
築（モデルプラン等・販売・実装に向けた再検証）、価値ストー
リーの整備、非観光事業者も含むプレイヤーの拡大

ヤ
ド

高付加価値旅行者の受入可能な宿泊施設は複数存在。一方で、それ
以外の施設はインバウンドに注力したいものの、高レベルな接遇が
でき、伊勢志摩地域全体についても説明できるスタッフは不足して
いる。地産物の活用・勤務体系等にも課題。

継続的な実態調査、受入体制強化、中長期的にはハード面改
善、地域産品調達推進や労務環境改善に向けた支援

ヒ
ト

ポテンシャルのあるガイド人材を数名確認。ただ、外国語は話せるが、
適切な接遇ができるガイドは少数。また、ガイドをまとめる団体が不
在。個別スキルの把握と研修実施、地域外のポテンシャル人材との
連携、ガイド団体の立ち上げに向けた支援や予約システムの構築の
ほか、ガイド以外の人材の育成機会の創出も必要。

継続的な実態調査・ポテンシャル人材の発掘・エキスパートガ
イド（バトラー）の育成、
伊勢志摩の価値表現のマニュアル化、ガイドを取りまとめる
組織の発足、実態把握とクオリティの担保、マッチング機能な
ど

ア
シ

地元タクシー会社３社に調査した結果、現状として各社が高付加価
値化に向けたアクションが判断、乗務員のマネジメント、サービス向
上に向けた体系的な育成が不十分。

タクシー会社への伴走支援の継続、域内外人材の活用・都市
部事業者との連携、その他交通機関の現状把握

コ
ネ

ファムトリップの実施、インフルエンサー等の招聘を通し、旅行商品
やメディア・SNS露出につながったケースあり。一方、地域の認知は
されても、ランドオペレート機能が不十分。

DMCの体制強化、海外メディア・旅行会社等との関連強化、
インバウンドに強い国内等との関係構築、構築したスーパー
インフルエンサー・富裕層等とのコネクションの継続

推進体制（地域経営主体）の将来構想＜Ｒ９年度末＞

地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり
伊勢志摩高付加価値インバウンド観光地づくり推進協議会策定主体

＜事務局＞ 公益社団法人伊勢志摩観光コンベンション機構

＜令和７年１月３１日時点版＞赤字箇所： R5年度からの変更点
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